
 92-05-25066 
 
 
 
 

 
 
 

慶應義塾大学ビジネス・スクール 

 
本ノートは慶應義塾大学ビジネス・スクールが出版するものであり、ノートの複製等についての問い合わせ先は慶應

義塾大学ビジネス･スクール (〒223-8523 神奈川県横浜市港北区日吉本町 2丁目 1 番 1 号、電話 045-564-2444、e-mail 

case@kbs.keio.ac.jp)。また、ノートの注文は http://www.kbs.keio.ac.jp/case/index.html。慶應義塾大学ビジネス・

スクールの許可を得ずに、本ノートのいかなる部分の複製、検索システムへの取り込み、スプレッドシートでの利用、

またはいかなる方法（電子的、機械的、写真複写、録音・録画、その他種類を問わない）による伝送は、これを禁ずる。 
 
Copyright©2004 は竹内伸一が保有する。 

 

    

 

  「理論知識」と「実践知識」
１1  

～ 実践知識は身体に宿るもの ～ 5 

 

 

 

「理論知識」を豊かにするということはどういうことか。私たちはすでにそのイメージを持

っている。学校と呼ばれる場所で私たちが今日までに得てきたものの大半は「理論知識」で10 

あり、その多くは「教わった」ものである。教師から教わったものもあるし、本から教わっ

たものもある。教わって得るものは、知識そのものであったり、知識を整理するための枠組

みであったり、論理構造であったりした。「教わる」ということは、教える側が伝え、学ぶ側

がそれを受け止めることで、「知の移転」が行われるプロセスとして理解できるものである。

移転が起こる都度、学ぶ側の理論知識が増加する。 15 

これに対して「実践知識」は、教える側が学ぶ側に伝えることによって移転できる類のも

のではない。それでは、「実践知識」が豊かになるとはどのような現象で、それはどのような

プロセスを経て起こるものなのか。 

 

理論知識と実践知識のそれぞれが豊かになっていく現象とそのプロセスを対比的に理解す20 
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るために、機械体操の鉄棒競技の例え話を持ち出してみよう。体操の新人選手が鉄棒の大車

輪をマスターしていく場面を思い浮かべながら、読み進めて欲しい。 

 

まず、理論知識が豊かになる場面を考える。新人選手はまず体操の教本を手にして、これ

を熟読する。教本にはなぜ人間の身体が鉄棒を中心に回転するのかが書いてある。身体が鉄5 

棒よりも上にあるときの状態や、そこから身体が鉄棒の下に向かって振りおろされるときに

身体をどう動かせばいいかは、教本を読み込むことでだいたい理解できる。教本を何度か読

み返すと、頭の中には理屈の上での大車輪が完成する。大車輪の身体の動きという理論知識

が習得されたのである。しかし、この状態では実技としての大車輪はまずできない。なぜか。

大車輪の身体の動きを、まだ身体がマスターしていないからである。この場合の実践知識と10 

はどんなものか。それは、何度も失敗しながら練習を重ね、ある日突然、身体が鉄棒を中心

に初めて一回転したときに、新人選手の身体能力として身体に宿る運動感覚であり、再現性

をもった運動能力として働くものである。今までできなかったことがあるときを境にできる

ようになるのだから、実践知識を得た身体がそれまでとは別の動き方をするようになったこ

とになる。 15 

 

理論知識は教本を読むための時間を経て習得されたが、実践知識は練習を始めてから最初

に大車輪が成功するまでの時間を要して習得された。練習という決して短くない時間をとも

なって、また、理論知識を習得するのに要した時間よりもかなり長い時間を要して、実践知

識は習得される。そして、その時間的経過は、理論知識の習得に要したそれとは概念的にも20 

大きく異なっている。 

 

このようなアナロジーを頼りに人間が実践知識を得ていくプロセスを考えると、次のよう

に記述しても、おおむね適切だと思われる。実践知識は他者から「すでにあるもの」として

受け取ることができないので、時間をかけて自分の中に宿していくしかない。「宿る」という25 

動詞の語感は、ある時間の経過を伴って自動詞的に進行していく様子をイメージさせるので、

「宿るプロセス」が自ずと進行していくような状況をいかに設定できるかがカギになる。 

ここで髙木の指摘する通り、ケースメソッドが人間の実践知識を高める2のだとするならば、

個人予習、グループ討議、クラス討議という一連の学習プロセスの中に、学習者の実践知識

が宿っていくような時間の経過が成立していることになる。 30 
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「統合力」「洞察力」「戦略力」といった経営能力としての実践知識が育まれる環境の筆頭は、

実際のビジネスの現場である。職場で与えられた、あるいは自分で探して自分に与えた職務

や職責の遂行とは、さまざまな経営能力が宿されていくプロセスに他ならない。「仕事が人を

育てる」という格言もここからきており、そんな実感をだれもが既に持っている。 

ケースメソッド教育では、これに類する時間経過を教室で実現させようとしている。この5 

ことをどのように理解すればよいのだろうか。この問いに答えるカギは、ケース教材に乗せ

て何を教室に持ち込むことができ、そこで行う討議のどのような部分が実務経験と類似した

効果をもたらすのかを探求していくことにある。 
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